生活施設におけるソーシャルワーク実習生の学びの視点－テキストマイニングによる実習日誌の分析から－ by 高梨 未紀
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実習生 32人注 2）のうち，次の 4条件（条件 1：通所と入所，異なる施設種別で実習をおこなった


















実習生 実習時期 実習施設 施設種別 施設形態
実習生 A 2016年 9月 29日～ 10月 31日
X施設（X法人） 就労継続支援 通所
実習生 B 2016年 9月 29日～ 10月 31日
実習生 C 2015年 8月 24日～ 9月 25日
Y施設（Y法人） 障害者支援施設 入所









実習施設 実習施設 A班 A班
2日目 実習施設 実習施設 A班 A班
3日目 法人秋祭り 法人秋祭り 総務（事務部）、
通院同行
総務、通院同行
4日目 実習施設 実習施設 医務部、B班 医務室、B班






































9日目 実習施設 実習施設 法人内他事業所
（就労継続支援、









































成、A 班、 日 中
活動（音楽）
個別支援計画の










14日目 実習施設 実習施設 A班 A班
15日目 実習施設 実習施設 個別支援計画作成 個別支援計画
16日目 実習施設 実習施設 個別支援計画作成 個別支援計画作成
17日目 実習施設 実習施設 個別支援計画作成 個別支援計画書作成













20日目 実習施設 実習施設 個別支援計画作




成、 避 難 訓 練、
強度行動障害に
ついて
21日目 実習施設 実習施設 A班、B班 A班、B班
22日目 実習施設 実習施設 A班、B班 A班、B班
23日目 実習施設 実習施設 A班、B班 A班、B班
























利用者 .208 知る .167 個別支援計画 .191
施設 .137 利用者 .130 アセスメント .077
知る .116 学ぶ .086 関わる .076
理解 .103 ニーズ調査 .078 課題 .068
コミュニケーション .098 対象利用者 .074 対象者 .058
見つける .076 ニーズ .071 ニーズ .057
業務 .076 考える .070 行う .048
同行 .060 事業 .060 支援 .048
様々 .060 調査 .060 実施 .039








X施設と Y施設との関連をあらわす Jaccardの類似性測度で，この値が大きい順に 10語挙げ
る．
　特徴的な語上位 10語のなかに，実習施設を利用する人々を指す語「利用者」「対象者」「対象








利用者 .232 個別支援計画 .162
知る .128 学ぶ .102
対象者 .073 理解 .101
対象利用者 .072 考える .083
ニーズ .071 業務 .066
ニーズ調査 .052 課題 .065
行う .051 施設 .065
見つける .051 様子 .065
アセスメント .050 連携 .057






































実習生 A 実習生 B 実習生 C 実習生 D
利用者 .197 知る .172 理解 .172 個別支援計画 .172
行う .100 利用者 .149 考える .140 知る .145
対象者 .100 対象利用者 .143 学ぶ .136 施設 .111
強い .083 ニーズ .094 個別支援計画 .100 様子 .091
弱み .083 コミュニケーション .080 支援 .088 課題 .071
見つける .078 アセスメントシート .063 視点 .074 作成 .057
持つ .061 意味 .042 連携 .071 内容 .057
ニーズ調査 .060 立案 .042 業務 .070 違い .056
見る .060 ウィークポイント .042 関わる .066 業務 .054









抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
利用者 278 コミュニケーション 44 楽しい 27
考える 146 考察 44 課題 26
感じる 134 必要 43 施設 26
思う 127 行う 42 生活 26
Aさん 113 多い 42 お話 25
見る 89 Bさん 41 本人 25
作業 76 難しい 40 来る 25
聞く 66 分かる 40 活動 24
自分 64 言う 38 関わり 24
職員 62 好き 38 強み 24
関わる 57 持つ 38 終える 24
知る 56 1人 37 ストレングス 23
支援 55 実習 34 気持ち 23
学ぶ 53 見える 32 個別支援計画 23
大切 50 行動 32 参加 23
様子 48 話 31






















見る .328 知る .289 考える .447
コミュニケーション .279 聞く .277 感じる .420
関わる .265 ストレングス .242 自分 .419
利用者 .256 良い .240 思う .408
作業 .245 好き .237 Aさん .370
学ぶ .240 様子 .227 言う .345
思う .239 作業 .220 必要 .333
考える .238 多い .220 聞く .292
関わり .235 出る .212 個別支援計画 .289







































































































筆者が 2015年度と 2016年度に担当したソーシャルワーク実習生 32人の実習施設は，すべて「主に知
的障害者が利用する施設・事業所」であった．
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